
本庁舎の基礎の下に新たに設けた基礎免震レトロフィット
により、高い耐震安全性を確保します

免震装置は、建物基礎と上部構造の間に置くことで、
地震の揺れが建物に伝わりにくくする装置です。
本庁舎に採用される免震構法は、「積層ゴム支承」と
「弾性すべり支障」の双方のメリットを組み合わせる
ことで、強い地震はもとより、比較的発生頻度の高い
中小の地震であっても高い免震効果を発揮することを
実現した構法です。



免震装置のしくみ

本庁舎の免震装置は2種類の支承を効果的に組
合せ、高度な免震性を持たせた最新の装置です。



積層ゴム支承の特徴と配置

● 積層ゴム支承 46ヶ所

「積層ゴム支承」は、その柔軟
さで建物の地震力を建物に伝え
にくくするアイソレーターの役
目をします。
（免震装置）

講堂

本庁舎

議会棟

中庭

700～900φ

≒
4
0
0



弾性すべり支承の特徴と配置

「弾性すべり支承」は、すべる
ことにより地震力を建物に伝わり
にくくするアイソレーターの役割
だけでなく、すべり摩擦の働きに
より揺れ幅を小さくする役目もし
ます。（免震装置+減衰装置）

● 弾性すべり支承 22ヶ所
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本庁舎周辺及び下部 イメージ図
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山留施工 掘削本庁舎の周辺に山留を施工します。 山留のあと本庁舎の基礎の下を掘削します。
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免震化の手順 現状～手順①

手順① 建物外周を掘削



免震化の手順 手順②、③

手順③ 建物を現地盤から絶縁手順② 建物下に耐圧盤を設置



免震化の手順 手順④、⑤

手順⑤ 建物周りを保護して完了手順④ 免震装置を据付け


